
３. 工事監督のチェックリスト 

                                                    

 

 

 このチェックリストは，原則として神戸市工事監督規程，建築工事監督要綱及び公共建築工事標準仕様書（建築工事編，電気設備工事編，機械設備工事

編）〔平成 16 年版〕等に基づき，工事監督の重点項目を示したものである。 

 各項目の適用については，主管課長が工事の規模内容等により勘案するものとする。 

 

 

【用語の解説】 

監督員：神戸市工事請負契約約款（以下，「工事約款」という。）に規定する監督員をいい，原則として，請負人に通知された総括監督員，主任監督員 

及び担当監督員を総称していう。 

請負人等：当該工事請負契約の請負人又は工事約款の規定により定められた現場代理人をいう。 

承 諾：工事約款及び設計図書（以下，「契約図書」という。）で明示した事項で、請負人等が監督員に対し書面で申し出た工事の施工上必要な事項につい

て、監督員が書面により同意することをいう。 

指 示：監督員が請負人等に対し，工事の施工上必要な事項について書面をもって示し，実施させることをいう。 

協 議：書面により契約図書の協議事項について、発注者と請負人等が対等の立場で合議し結論を得ることをいう。 

検 査：施工の各段階で請負人等が確認した施工状況や検査結果等について，請負人等により提出された資料に基づき，監督員が設計図書との適否を判断

することをいう。 

立会い：契約図書に示された項目について、監督員が臨場し、内容を確かめることをいう。 

書 面：発行年月日が記載され，署名又は捺印された文書をいう。 

確 認：契約図書に示された事項について、監督員が臨場若しくは請負人等が提出した資料により、監督員がその内容について契約図書との適合を確かめ、 

請負人等に対して認めることをいう。 

 

 

平成 22 年 4 月 1日改定 



【業務区分】 

 監督員の任務区分欄の各印は，下記を基準に監督業務を行うことを示す。 

 １）監督業務内容の区分 

    ○ 印は，監督員の判断により必要な確認，請負人等に対して協議，申し入れ又は指示等を行う。ただし，監督員が自己の判断で決定できない場

合は，上位の監督員に報告し指示を受ける。 

    承 印は，事前に承諾を行う。 

    検 印は，抽出検査を行う。 

    検 印は，全数検査を行う。 

   ※ＪＩＳ又はＪＡＳに定める規格に適合するものについては検査を省略することができる。 

 ２）現場立会いの別 

    立 印は，監督員が検査等を行うための抽出立会いをいう。 

    立 印は，監督員が検査等を行うための全数立会いをいう。 

 ３）上位の監督員への報告の区分 

    ← 印は，書類等にて決裁又は報告する。 

 

＊立会いの別及び監督員の任務区分の見方及び解説 

監督員の任務区分 
ケース 

立会

いの

別 総括 主任 担当 

解   説 

（１）   ← ○ 「担当監督員」は，書類又は現場で確認等し「主任監督員」へ報告若しくは決裁する 

（２）  ← ← 承 「担当監督員」は，書類等を事前に承諾し「主任監督員」及び「総括監督員」へ報告若しくは決裁する 

（３） 立   検 「担当監督員」は，現場において対象となる部分の全数を立会い及び検査をする 

    

   〔注〕監督項目中の要点及び細目の（ ）内数字は，標準仕様書の章・節・項目の番号である。 



 

 機 械 設 備 工 事 

監  督  項  目 監督員の任務区分
区分 

要  点 細  目 
主  な  事  項 

立会

いの

別 総括 主任 担当

備   考 
写真 

撮影 

現 場 説 明   立   ○   

建設リサイクル  

通  知  書 

 建設リサイクル通知書及び産業廃棄物処理業

者（契約書内容）の確認 
 ← ← ○   

損害保険等  保険種別，期間，保険金額，工期延期の手続き    ○   

(1.1.4)    

工事実績の登録 
 

請負金額 500 万円以上の場合（500 万円以上

かつ 2,500 万円未満は受注時のみ） 
（受注時，変更時，完了時） 

   ○ 

ﾃﾞｰﾀｼｰﾄの確認 

CORINS 受領証の

確認 

 

（1.1.5）   

施工管理体制 
 

建設業法に基づく施工体制台帳（①施工体制台

帳②下請負人に関する事項③再下請負通知書

④下請負契約書）を作成した場合（下請負額

3,000 万円以上及び低入札価格調査を経た工事

の場合） 

 ← ← ○ 

工事現場施工体制ﾁ

ｪｯｸ様式による確認

施工体系図の掲示 

 

建設業退職者 

共 済 制 度 
 掛金収納書、受払い簿、制度に関する掲示    ○   

一 
 

般 
 

共 
 

通 
 

事 
 

項 

（1.3.6）   

建設副産物の処理 
 

副産物の抑制、再利用、再資源化、マニフェス

トの確認、特別管理産業廃棄物の有無及び処理

方法、調書 

  ← ○ 関連法規等の確認   



監  督  項  目 監督員の任務区分
区分 

要  点 細  目 
主  な  事  項 

立会

いの

別 総括 主任 担当

備   考 
写真 

撮影 

（1.2.1）   

実施工程表 
 必要に応じて工程調整会議    承   

（1.2.2）   

施工計画書 
 総合計画書、工種別の施工計画書  ← ← 承 標準仕様書による  

（1.2.3)       

製 作 図   
 設計図書との合致    承   

（1.2.3) 

  施 工 図 
 

別契約工事との調整 

設計図書との合致 
   承   

（1.2.4）   

工事の記録   
 

協議内容、指示内容、工事の経過、施工の記録、

工事写真、 
 ← ← ○ 

必要に応じて提出

請求 
 

緊急時 事故発生時、災害時等の対応  ← ○ ○ 

安全管理委員会、安

全部会事務局等へ

の連絡、報告 

 
連絡体制 

休暇等 GW、盆休み、年末年始等の長期休暇  ← ← ○   

( 1 . 4 . 2 ～ 6 ） 

機 材 の 品 質 ・ 

検査・試験 

 

使用材料・製品製作所及び仕入先一覧表、JIS

表示、試験方法、試験成績書         立   検 

標準仕様書各編機

材の検査、試験等の

項目に適用 

 

指示工程毎の検査 立   検 

標準仕様書各編施

工の検査、試験等の

項目に適用 

 

一 
 

般 
 

共 
 

通 
 

事 
 

項 

(1.5.3～4) 

施工の検査 

及び試験 

 

見本施工 立  検 検 特記による   



監  督  項  目 監督員の任務区分
区分 

要  点 細  目 
主  な  事  項 

立会

いの

別 総括 主任 担当

備   考 
写真 

撮影 

（1.7.1） 

完成図その他 
 

保守に関する指導案内書、機器性能試験成績書

官公署届出書 
 ← ← ○ 特記による  

環境配慮事項 

 

環境配慮事項チェックリスト②  ← ← 

 

○ 

 

公共工事環境配慮

ガイドライン《建築

編》 

 

耐 震 計 算 書  機器の固定に関する計算書、施工要領図    ○   

下請負人届け  当初、最終、変更  ← ← ○   

主 任 技 術 者 

監 理 技 術 者 
 設置通知書  ← ← ○   

設 計 変 更 等  
指示書又は打合せ簿（軽微な変更として処理し

たもの）作成 
 ← ← ○ 

指示年月日を明確

にする 
 

官 庁 検 査  消防検査、建築指導部検査等 立   ○   

         

一 
 

般 
 

共 
 

通 
 

事 
 

項 

         



監  督  項  目 監督員の任務区分
区分 

要  点 細  目 
主  な  事  項 

立会

いの

別 総括 主任 担当

備   考 
写真 

撮影 

（2.1.1～2.3.9） 

材 料 検 査 
 

設計図書、承諾書との合致 

 
立   検   

（2.4.1～2.8.1） 

配      管 
 

口径、ネジ切り、接合材、地中埋設深さ、防水

層・防火区画貫通仕舞、勾配、吊り及び支持 
立   検 

写真その他の方法

によるも可とする 
○ 

（3.1.1～3.1.6） 

保      温 
 

保温箇所、材質、厚み、テープ巻き状態、見切

り 

 

立   検 
写真その他の方法

によるも可とする 
○ 

（3.2.1～3.2.2） 

塗装及び防錆 
 

塗装の種別及び塗り回数  

識別色、方向、矢印、文字 
立   検 

写真その他の方法

によるも可とする 
○ 

共 
 

通 
 

工 
 

事 

（1.3.1～1.3.2） 

総 合 調 整 
 

試運転における各機器の作動、振動、騒音等に

留意 
立   検   

製 品 検 査  
各機器（ボイラー、冷凍機、送風機、調和機、

ポンプ、タンク類等）の性能及び構造検査 
立   検 

試験成績表による

も可とする、必要に

より工場検査    

○ 

非 破 壊 検 査  
配管の溶接接合部の検査 

試験機器の確認、資格を証明する資料 
立   検 特記による  

耐 圧 試 験  
冷温水、冷却水、蒸気配管は水圧試験

冷媒配管は気密試験 
立   検 

写真その他の方法

によるも可とする 
○ 

ダ  ク  ト  
板厚、フランジ、補強材、吊りボルト等の適否

被覆材の種類及び厚さ、防火区画貫通の仕舞 
立   検 

写真その他の方法

によるも可とする 
○ 

製  品  検  査  製作図、施工図との合致 立   検   

空 

気 

調 

和 

設 

備 

工 

事 

         



監  督  項  目 監督員の任務区分
区分 

要  点 細  目 
主  な  事  項 

立会

いの

別 総括 主任 担当

備   考 
写真 

撮影 

施 工 確 認  
数量の確認、機器の納まり、気密試験（エアー

式） 
立   検  ○ 

機 能 試 験  性能テスト 立   検   

自 

動 

制 

御 

設 

備 

工 

事 

製 品 検 査  製作図、施工図との合致 立   検 
必要に応じ工場検

査 
○ 

水 圧 試 験 給水・給湯配管 仕様書による試験、隠蔽部は早急に実施 立   検 
写真その他の方法

によるも可とする 
○ 

満 水 試 験 排水・通気配管  立   検  ○ 

通 水 試 験 排水・ドレン管 漏水、泥抜き、機器調整、通水 立   検  ○ 

給
排
水
設
備
工
事 

機 器 取 付  器具取付け位置、ポンプ類据え付け 立   検  ○ 

器 具 検 査  製作図、施工図との合致 立   検   

器 具 取 付  芯出し、取付け位置、ガタつき 立   検  ○ 

衛
生
器
具
工
事 通 水 試 験  作動確認、漏水（各部連結部）、閉塞 立   検   

          

          

          

          

          



監  督  項  目 監督員の任務区分
区分 

要  点 細  目 
主  な  事  項 

立会

いの

別 総括 主任 担当

備   考 
写真 

撮影 

製 品 検 査  製作図、施工図との合致 立   検 
必要に応じ工場検

査 
○ 

非 破 壊 検 査  
配管の溶接接合部の検査 

試験機器の確認、資格を証明する資料 
立   検 特記による ○  

水 圧 試 験  仕様書による試験、隠蔽部は早急に実施 立   検 
写真その他の方法

によるも可とする 
○ 

機 器 取 付  器具取付け位置、ポンプ類据え付け 立   検  ○ 

性 能 試 験   立   検  ○ 

消 

火 

設 

備 

工 

事 

機 材 検 査  設計図書、承諾図との合致 立   検   

器 具 取 付  取付け位置、ガタつき 立   検  ○ 

気 密 試 験  規定試験圧力の確認 立   検 
写真その他の方法

によるも可とする 
○ 

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス 

設 

備 

工 

事 製 品 検 査  設計図書、承諾図との合致 立   検 
必要に応じ工場検

査 
○ 

器 具 取 付  取付け位置、ガタつき 立   検  ○ 

満 水 試 験   立   検  ○ 

運 転 試 験  
試運転における各機器の作動、振動、騒音に留

意 
立   検   

し
尿
浄
化
槽
設
備
工
事 絶 縁 測 定   立   ○ 絶縁測定表 ○ 
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